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ワークライフバランスに関するK大学看護学生の意識調査
竹川那奈世*，大倉 美佳**，桂 敏樹**，臼井 香苗**
Nursing Students’ Attitudes for Work-Life Balance : A Survey in K University
Nanase Takegawa*, Mika Okura**, Toshiki Katsura** and Kanae Usui**
Abstract : Aim : This study aimed to clarify how nursing students view their work-life balance and career
development.
Methods : Two hundred and seventy nine nursing students were asked to answer the questionnaires that we
modiﬁed to study their own work-life balance based on our previous research.
Results and Conclusion : Two hundred and twenty valid responses (78.8%) were analyzed to study the
gender-speciﬁc attitudes for work-life balance awareness. Male students showed greater interests in work-
related issues, while most of female students showed greater interests in the work when they are required to
play an additional role in the future. With regard to the work while raising pre-schools children, about half
of female students were already aware of the M-shaped work-life pattern and were willing to return to work
after caring for their children. Thus, our survey results suggest that it is necessary to improve back-to-work
support for potential nursing staffs who are willing to return to work and to establish a system supporting a
wide range of working patterns matching the work-life balance of individual workers in order to secure the
number of nursing staffs.
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1回生 60（27.3) 5（26.3) 55（27.4)
2回生 53（24.1) 6（31.6) 47（23.4)
3回生 57（25.9) 5（26.3) 52（25.9)

















SPSS ver.18 for windows を使用し，基本属性別に
ワークライフバランスの各質問項目について，χ2 検




































医療系 160（72.7) 12（63.2) 148（73.6)
0.372





体力的問題 36（16.4) 3（15.8) 33（16.4) 1.000
労働時間・休暇 115（52.3) 9（47.4) 106（52.7) 0.654
収 入 61（27.7) 10（52.6) 51（25.4) 0.011
人間関係 62（28.2) 4（21.1) 58（28.9) 0.598
結婚・出産・育児 88（40.0) 3（15.8) 85（42.3) 0.027
仕事とプライベート 53（24.1) 3（15.8) 50（24.9) 0.574
昇進の機会 13（ 5.9) 4（21.1) 9（ 4.5) 0.017
その他 7（ 3.2) 0（ 0.0) 7（ 3.5) ―
具体的な自分の将来
像1)
できる限りキャリアを追求し，役職を得る 35（15.9) 4（21.1) 31（15.4) 0.514
地域に貢献し社会的活動のリーダーとして活躍する 17（ 7.7) 2（10.5) 15（ 7.5) 0.647
仕事とプライベートの両方を大切にする 134（60.9) 8（42.1) 126（62.7) 0.079
プライベートを最優先する 23（10.5) 3（15.8) 20（10.0) 0.429
その他 3（ 1.4) 0（ 0.0) 3（ 1.5) ―




育児環境 44（20.0) 3（15.8) 41（20.4) 0.771
職場環境 65（29.5) 6（31.6) 59（29.4) 0.839
福利厚生の充実 34（15.5) 5（26.3) 29（14.4) 0.185
配偶者の理解 58（26.4) 1（ 5.3) 57（28.4) 0.029
自分の意思 11（ 5.0) 2（10.5) 9（ 4.5) 0.243
その他 3（ 1.4) 0（ 0.0) 3（ 1.5) ―
無記入 5（ 2.3) 2（10.5) 3（ 1.5) ―
将来子どもを持ちた
いと思うか3)
持ちたい 187（85.0) 12（63.2) 175（87.1)
持ちたくない 5（ 2.3) 1（ 5.3) 4（ 2.0) 0.005





仕事を続ける（常勤にて） 40（21.4) 5（41.7) 35（20.0) 0.336
仕事を続ける（非常勤にて) 34（18.2) 3（25.0) 31（17.7) 1.000
ある時期仕事から離れ，落ち着き次第復帰する 99（52.9) 2（16.7) 97（55.4) 0.001
子育てを機に専業主婦になる 10（ 5.3) 1（ 8.3) 9（ 5.1) 0.603





医療機関 131（70.1) 6（50.0) 125（71.4) 0.009
研究機関 10（ 5.3) 2（16.7) 8（ 4.6) 0.210
教育機関 11（ 5.9) 0（ 0.0) 11（ 6.3) ―
行政機関 20（10.7) 4（33.3) 16（ 9.1) 0.079
一般企業 8（ 4.3) 0（ 0.0) 8（ 4.6) ―
その他 7（ 3.7) 0（ 0.0) 7（ 4.0) ―
1) 多肢単一回答を求め，各項目に該当する者の数および割合を示した。該当する有無別に χ2 検定あるいは Fisher’s exact test
を行った。(n＝220)

























医療系 160（72.7) 123（72.4) 37（74.0)
0.818





体力的問題 36（16.4) 31（18.2) 5（10.0) 0.196
労働時間・休暇 115（52.3) 91（53.5) 24（48.0) 0.491
収 入 61（27.7) 51（30.0) 10（20.0) 0.165
人間関係 62（28.2) 40（23.5) 22（44.0) 0.005
結婚・出産・育児 88（40.0) 68（40.0) 20（40.0) 1.000
仕事とプライベート 53（24.1) 37（21.8) 16（32.0) 0.137
昇進の機会 13（ 5.9) 9（ 5.3) 4（ 8.0) 0.498
その他 7（ 3.2) 7（ 4.1) 0（ 0.0) ―
具体的な自分の将来
像1)
できる限りキャリアを追求し，役職を得る 35（15.9) 26（15.3) 9（18.0) 0.646
地域に貢献し社会的活動のリーダーとして活躍する 17（ 7.7) 12（ 7.1) 5（10.0) 0.547
仕事とプライベートの両方を大切にする 134（60.9) 103（60.6) 31（62.0) 0.857
プライベートを最優先する 23（10.5) 19（11.2) 4（ 8.0) 0.609
その他 3（ 1.4) 3（ 1.8) 0（ 0.0) ―




育児環境 44（20.0) 39（22.9) 5（10.0) 0.857
職場環境 65（29.5) 51（30.0) 14（28.0) 0.785
福利厚生の充実 34（15.5) 24（14.1) 10（20.0) 0.312
配偶者の理解 58（26.4) 43（25.3) 15（30.0) 0.507
自分の意思 11（ 5.0) 8（ 4.7) 3（ 6.0) 0.716
その他 3（ 1.4) 2（ 1.2) 1（ 2.0) ―
無記入 5（ 2.3) 3（ 1.8) 2（ 4.0) ―
将来子どもを持ちた
いと思うか3)
持ちたい 187（85.0) 142（83.5) 45（90.0)
持ちたくない 5（ 2.3) 4（ 2.4) 1（ 2.0) 0.255





仕事を続ける(常勤にて） 40（21.4) 31（21.8) 9（20.0) 0.970
仕事を続ける（非常勤にて) 34（18.2) 28（19.7) 6（13.3) 0.422
ある時期仕事から離れ，落ち着き次第復帰する 99（52.9) 74（52.1) 25（62.5) 0.419
子育てを機に専業主婦になる 10（ 5.3) 6（ 4.2) 4（ 8.9) 0.240





医療機関 131（70.1) 100（70.4) 31（68.9) 0.687
研究機関 10（ 5.3) 9（ 6.3) 1（ 2.2) 0.462
教育機関 11（ 5.9) 8（ 5.6) 3（ 6.7) 0.716
行政機関 20（10.7) 16（11.3) 4（ 8.9) 1.000
一般企業 8（ 4.3) 5（ 3.5) 3（ 6.7) 0.386
その他 7（ 3.7) 4（ 2.8) 3（ 6.7) ―
1) 多肢単一回答を求め，各項目に該当する者の数および割合を示した。該当する有無別に χ2 検定あるいは Fisher’s exact test
を行った。(n＝220)
2) 多肢複数回答を求め，各項目に該当する者の数および割合を示した。該当する有無別に χ2 検定あるいは Fisher’s exact test
を行った。(n＝220)




























体力的問題 36（16.4) 26（16.3) 10（16.7) 0.941
労働時間・休暇 115（52.3) 89（55.6) 26（43.3) 0.104
収 入 61（27.7) 37（23.1) 24（40.0) 0.013
人間関係 62（28.2) 47（29.4) 15（25.0) 0.521
結婚・出産・育児 88（40.0) 70（43.8) 18（30.0) 0.064
仕事とプライベート 53（24.1) 34（21.3) 19（31.7) 0.108
昇進の機会 13（ 5.9) 9（ 5.6) 4（6.7) 0.754
その他 7（ 3.2) 6（ 3.8) 1（ 1.7) ―
具体的な自分の将来
像1)
できる限りキャリアを追求し，役職を得る 35（15.9) 26（16.3) 9（15.0) 0.821
地域に貢献し社会的活動のリーダーとして活躍する 17（ 7.7) 16（10.0) 1（ 1.7) 0.046
仕事とプライベートの両方を大切にする 134（60.9) 97（60.6) 37（61.7) 0.888
プライベートを最優先する 23（10.5) 14（8.8) 9（15.0) 0.177
その他 3（ 1.4) 1（ 0.6) 2（ 3.3) ―




育児環境 44（20.0) 35（21.9) 9（15.0) 0.321
職場環境 65（29.5) 45（28.1) 20（33.3) 0.451
福利厚生の充実 34（15.5) 25（15.6) 9（15.0) 0.909
配偶者の理解 58（26.4) 46（28.8) 12（20.0) 0.190
自分の意思 11（ 5.0) 5（ 3.1) 6（10.0) 0.074
その他 3（ 1.4) 3（ 1.9) 0（ 0.0) ―
無記入 5（ 2.3) 1（ 0.6) 4（ 6.7) ―
将来子どもを持ちた
いと思うか3)
持ちたい 187（85.0) 141（88.1) 46（76.7) 0.255
持ちたくない 5（ 2.3) 2（ 1.3) 3（ 5.0)





仕事を続ける(常勤にて） 40（21.4) 29（20.6) 11（23.9) 0.972
仕事を続ける（非常勤にて) 34（18.2) 25（17.7) 9（19.6) 0.909
ある時期仕事から離れ，落ち着き次第復帰する 99（52.9) 80（56.7) 19（41.3) 0.015
子育てを機に専業主婦になる 10（ 5.3) 6（ 4.3) 4（ 8.7) 0.466





医療機関 131（70.1) 115（81.6) 16（34.8) ＜0.001
研究機関 10（ 5.3) 3（ 2.1) 7（15.2) 0.005
教育機関 11（ 5.9) 5（ 3.5) 6（13.0) 0.074
行政機関 20（10.7) 15（10.6) 5（10.9) 1.000
一般企業 8（ 4.3) 1（ 0.7) 7（15.2) ―
その他 7（ 3.7) 2（ 0.4) 5（10.9) ―
1) 多肢単一回答を求め，各項目に該当する者の数および割合を示した。該当する有無別に χ2 検定あるいは Fisher’s exact test
を行った。(n＝220)
2) 多肢複数回答を求め，各項目に該当する者の数および割合を示した。該当する有無別に χ2 検定あるいは Fisher’s exact test
を行った。(n＝220)
3) 多肢単一回答を求め，各項目に該当する者の数および割合を示した。Kruskal Wallis 検定を行った。(n＝220)























































所属回生 1.679 （1.074∼2.625） 0.023
年 齢 0.699 （0.497∼0.983） 0.040
性 別 0.881 （0.306∼2.535） 0.814
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